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２－１　配管のゆるみチェック状況



配管ゆるみチェック要領

目的　：　危険物配管接続部のゆるみ点検を行い、施設の安全性を再確認する

P＆ID図面に示された継ぎ手箇所の番号付けを行う（約1万箇所）

点検記録表にライン名、配管クラス、継ぎ手番号、口径、
締付トルク基準値、パッキン種類を記入する

フランジ接合部のパッキンの有無、フランジ接合部のずれ、ボルト
の出代が充分あるか、漏洩・滲みの有無を確認する

ボルトを規定トルクに締付け後、ボルト・ナット・フランジにマーカーチェックを行う
ゆるんでいた場合は規定トルクに締付けるまでの回転数を記録

漏洩再確認を行う

点検結果をP&ID及び点検記録表に記録する

　・　PCB（油） ：　目視確認にて漏洩・滲みがないか
　・　窒素 ：　漏洩検知スプレーをかけて異常がないか

　・　パッキンがあること
　・　フランジずれが許容値以内であること
　・　ボルト出代が２山以上あること
　・　漏洩・滲みが無いこと

　・　トルクレンチを使用し締付トルクが基準値以上であること

合格判定基準

合格判定基準

合格判定基準
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配管ゆるみチェックシート

・ P&ID

○にて継ぎ手の番号付け

部より、口径、ライン名

配管クラスを読み取る

配管クラスによりパッキン種類、
締付トルク基準値が決まる



配管ゆるみチェックシート

・ 点検記録表 □箇所を事前準備にて記載

1/8以上回転

共回り



配管ゆるみチェック基準

・ 締付トルク一覧表 ・ フランジ面ズレ許容値

出典：ＪＩＳ Ｂ ８２６５　圧力容器の構造　
一般事項　附属書３



トルクチェック ： ボルト締付トルク

再確認 ： 窒素配管漏洩

目視確認 ： フランジ接合部ずれ

配管ゆるみチェック状況

トルクチェック ： マーカーチェック



配管ゆるみチェック結果

28311452853371010

共回り1回転1/2回転1/4回転1/8回転

漏洩/滲
み 有

ボルト

出代不足

フランジ
ずれ

ﾊﾟｯｷﾝ
無し

配管ゆるみ

液処理設備　【　総点検数 ： 6,205箇所　（2006.1.23現在完了）　】

○　配管フランジ部のゆるみチェック結果

フランジずれ許容値以上 漏洩有りボルト出代不足

0426114110260

共回り1回転1/2回転1/4回転1/8回転

漏洩/滲
み 有

ボルト

出代不足

フランジ
ずれ

ﾊﾟｯｷﾝ
無し

配管ゆるみ

前処理設備　【　総点検数 ： 3,143箇所　（2006.1.23現在）　】

不具合箇所例



配管ゆるみ今後の対応

① フランジずれ　　
　　　　　　　　　　→ 　接続部配管の芯ずれチェック → 再組み付け

② ボルト出代不足
→　ボルト長さのチェック　　　　　→　規定長さの無いものは規定長さのボルトに交換

　　　　　　　　　　→　両側バランスのチェック　　　→　バランスの悪いものは再調整

　　　　　　　　　　→　ナット規格のチェック　　　　 →　ナット規格が過剰なものは適正なものに交換

③ ボルトのゆるみ　→　１箇所のフランジでゆるみが１ヶ所だけある等、 　　　　→増し締め

　　　　　　　　　　　　　　　原因が明らかに建設時の締付不足と推定されるもの　　　定期的に点検

→ １箇所のフランジで複数のゆるみがあるものや →動的チェックにて原因

　　　　　　　　　　　　　　　ゆるみのあるフランジが特定の場所に集中している　　　を調査し対策を立案
　　　　　　　　　　　　　　　もの等、稼動中にゆるんだと推定されるもの



【参考】　動的確認箇所例

PG

ポンプ

ボルト4本中3本ゆるみあり

ボルト4本中4本ゆるみあり

ボルト4本中2本ゆるみあり



２－２　配管等貫通部の開口シールおよび
　　　　　 　建築工事の隙間仕舞チェック結果



開口部シールチェックの目的

コーキングの割れによる隙間

塞ぎ板

開口部シール目視調査

目的　：　プラント配管等の天井、床、壁貫通部の開口部シールの状況、及び
　　　　　 建築間仕切り等の隙間の有無について点検する。

（チェック例）
①プラント配管等 ②建築間仕切り等

スキマ

天井（スラブ）

壁

床

スキマ

スキマ

扉



開口部シールチェックの進め方

間仕切り貫通
開口の調査
チェックリストの
作成

1.設計仕様との照合

2.各所隙間等の仕

舞を確認

3.不具合箇所につい

て、建築図に番号付
け(開口位置図）

1.設計仕様との照合

2.コーキングの割れ、

剥離を確認

2現場チェック

確認結果のう
ち、不具合箇所
をチェックシー
トに記録

設計図書に基づき、
全域について設計
仕様の調査

②建築間
仕切等

確認結果全数
をチェックシー
トに記録

配管施工図で壁等
貫通部を建築図に
番号付け

(開口位置図）

開口部シール
チェックリストの
作成

①プラント
配管等

1点検準備手順



開口部シールチェックリスト(サンプル)

①プラント配管等 ②建築間仕切り等

凡例)　○合格　●仕様改定　△シール割れ、剥離　×未施工 凡例)　○合格　●仕様改定　△シール割れ、剥離、不足　×未施工



開口位置図（サンプル）



開口部シール不具合の状況

モルタルの割れ

△シール不良例

△シール不良例

防火仕様(ロックウールのみ) →シールを追加する

●仕様改定例

●仕様改定例

塞ぎ板にコーキングなし→コーキングを追加する

剥がれの写真

コーキングの剥離



開口部シールの調査結果

①プラント配管等

851304719521合計

-

塞ぎ板回りに

コーキング

を追加する箇所
-

・コーキング割れ

がある

・コーキング剥離

がある

-状況

535159714355壁

2201320187天井

96130479床

合計●仕様改定×未施工△ｼｰﾙ不良○合格点検箇所



間仕切り仕舞調査の結果

10319その他の開口部

8012天井目地隙間処理

003壁・建具廻り隙間処理

21157壁・柱梁の取合隙間処理

18319壁と天井取合隙間処理

8225118合計

防火区画仕様

（ロックウール)
-

・ｺｰｷﾝｸﾞ割れがある

・ｺｰｷﾝｸﾞ剥離がある

・ｺｰｷﾝｸﾞ不足がある

状況

200床（設備配管）

22153壁（設備配管）

135天井（設備配管）

●仕様改定×未施工△ｼｰﾙ不良点検箇所

②建築間仕切り等



リストアップ箇所の原因と対応策

①塞ぎ板回りｺｰｷﾝｸﾞ追加

②仕様のグレードUP
（防火仕様＋気密仕様）

①塞ぎ板回りｺｰｷﾝｸﾞなし

②防火仕様のみ

（1時間耐火）

仕様改定

（気密対策強化）

①厚み3mm→5mm
（施工要領の改善）

②拭取をウェスから低湿クロスに
変更（施工要領の改善）

③稼動時に確認

①コーキングの厚み不足

②油脂の拭き取り不足

③振動（推定）

・コーキングの割れ

・コーキングの剥離

・コーキングの不足

対策原因調査結果



２－３　非定常作動計器のI／Oチェック状況



非定常作動計器のI／Oチェック

目的　：　通常運転時には作動しない計器（非定常作動計器）を対象に、
　　　　　　異常発生を検知し、警報が発信されることを再確認する

対象機器 ：・ 漏洩検知器
　　　　　　　 ・　HH・LLレベルスイッチ （デジタル入力）
　　　　　　　 ・　4～20mAの異常警報値 （アナログ入力）

・　DCSのグラフィック画面でセンサ作動、警報発報を確認
　 連動する弁がある場合は作動確認

表示・作動確認

・ 検出部を水又は新溶剤等に接触・　静電容量式レベルスイッチ

・ 内部ディップスイッチの切替操作・　音叉式レベルスイッチ　　

・ 内部スイッチまたはフロートの
強制投入

・　チェックシートを使用し、さらにP&IDに朱書をする

・　フロート式レベルスイッチ　

現地チェック作業

・　P&IDのセンサーに通し番号の付与

・　チェックシートの作成

　　　TAG No.、作動時のステータス状態、連動アクチュエータの記入

P&ID図と

チェックシートの作成



非定常作動計器のI／Oチェック表

・ チェックシート・ P&ID

受入弁（１ZV１５０１）

コンデンサ油受入槽液面計
（１LS－１５１０）



グラフィック表示

弁作動

センサ作動表示



DCS表示（警報）

警報表示



非定常作動計器のI／Oチェック状況

フロート式レベルSW動作確認 音叉式レベルSW動作確認 静電容量式レベルSW動作確認

・　フロートの模擬投入 ・　ディップスイッチの切替操作 ・　水または溶剤等に接触



非定常作動計器のI／Oチェック結果

前処理設備総点検数　：　200／210点 （内不良数：1点）
不良内容： 制御コモン線の抜け落ち

液処理設備総点検数　：　 98／　98点 （内不良数：0点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006.1.26現在）

・ P&ID ・ チェックシート



２－４　保護協調のチェック（短絡、漏電）状況



チェック要領（短絡、漏電）

目的　：　ポンプ等の電源回路において、短絡や漏電が発生した時、
　　　　　 末端側ブレーカで適切に遮断できること（保護協調）を再確認する

・　ブレーカの定格値、感度電流設定値がチェック表と相違ないこと
　　を確認

現地チェック作業

・　結線図に通し番号の付与

・　チェック表の作成

　　　ブレーカの定格電流値、感度電流設定値の記入

結線図と点検表の
作成

対象機器　：　・　コントロールセンター
　　　　　　　　　・　動力制御盤
　　　　　　　　　・　分電盤



結線図（上位盤）

25



結線図（下位盤）

25-0

25-1

25-2



チェック表

上　位　盤 下　位　盤



チェック状況

下位盤

上位盤

感度電流設定値の確認

定格電流値の確認



チェック結果

○　保護協調点検結果

上　位　盤 下　位　盤

定格電流値の確認

感度電流値の確認

　 0点0点292/292ヶ所液処理設備

110点３点415/415ヶ所前処理設備

感度電流値

不良

定格電流値

不良

点検数



保護協調がとれていないことの原因と対策

原因

　　上位と下位間のブレーカの感度電流設定値及び
　　定格電流容量の確認を怠った。

対策

　　・下位ブレーカの感度電流設定値を200mmAから
　　　100mmAに変更する。

　　・上位ブレーカを交換し定格電流値を適正化する。



２－５　設計から試運転における
　　　　　　　　安全管理記録のレビュー状況



　機器

レビュー対象

静機器

　動力の供給を受けないもの
　　・　塔・槽類
　　・　圧力容器
　　・　熱交換器等

動機器

　動力の供給を受け機能するもの
　　・　ポンプ・ブロワ
　　・　ヒータ・ボイラ
　　・　搬送装置・クレーン等

　配管

　　P＆ID図により、
　　ラインNo.で特定する

　計装機器

　　P＆ID図により、
　　TAGNo.で特定する



レビューのプロセス

・停電対策（非常用負荷）緊急停止

・防爆仕様の採用火災・爆発

・管理区域レベル作業者暴露

・管理区域レベル

・漏洩対策（オイルパン等）
PCB漏洩

対策例想定リスク

１．前提条件（環境・安全対策）

安全性評価の前提の確認



レビューのプロセス

２．設計検証：設計図書に設計意図が反映されているかを検証する

設計条件

適用法規

設計計算結果

仕
様
の
決
定

設計意図の有無を確認・検証



　

レビューのプロセス

製作図

３．品質検証：製作及び施工図書に設計意図が反映されているかを検証する

製作・検査要領・基準

検査成績書

工場製作
　

施工図

施工・検査要領・基準

検査成績書

現場施工

設計意図の有無を確認・検証



　

レビューのプロセス

４．現地試運転：試運転記録により設計意図が達成されているか確認する

動作確認
（振動・騒音・電流値）

ループ試験・I／Oチェック

環境・安全対策

設計検証

品質検証

総
合
判
定
（
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
）

施工状態確認
　　・　据付／取付
　　・　ラインチェック
　　・　配管漏れ

総合ループテスト



総合点検チェックシート（静機器例）



総合点検チェックシート（動機器例）



総合点検チェックシート（配管例）



総合点検チェックシート（計装機器例）


